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動物のゲノムの約1割は「内在性レトロウイルス」と呼ばれるレトロウイルス由来の配列で占めら

れています。内在性レトロウイルスは、数万年前から数億年前にレトロウイルスが宿主のゲノムに
入り込み、綿々と受け継げられているものです。最近の研究により、内在性レトロウイルスは哺乳
類の進化や発生に深く関わっていることが分かってきました。
私たちの研究室では、病原性ウイルスのみならず、非病原性レトロウイルスの役割、病気や動

物の進化と内在性レトロウイルスの関係について研究しています。
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図4 コアラからの採血
(業績2)

レトロウイルスは家畜において重篤な疾患を引き起こします。ヒトにおいても、ヒト免疫不全ウイルスやヒトT細胞白血病ウイルスは、

後天性免疫不全症やヒト成人T細胞白血病などの重篤な疾病を引き起こし、人間社会にとって大きな脅威となっています。

このように恐ろしいイメージのレトロウイルスですが、実は私たちの体のすべての細胞に、レトロウイルスに類似した遺伝子配列

（内在性レトロウイルス）が組み込まれており、ゲノムの約8％を占めています。（図１）。この内在性レトロウイルスは、いったい何をし

ているのでしょうか？

ゲノム中の内在性レトロウイルスは数十万年から数千万年も前に入り込んだものが多く、機能は長らく不明でした。最近になって、

この内在性レトロウイルスが哺乳類の胎盤の多様化（図2）、発生、細胞の初期化に重要な役割を果たすことが分かってきました。

そもそもレトロウイルスは何の目的でこの世の中に現れたのでしょうか？そしてどのようにして、哺乳類の進化や発生に関わるよう

になったのでしょうか？ウイルス共進化分野では、レトロウイルスの起源と存在意義について探求することを主な目的としています。

図3 内在性レトロウイルスから
古代ウイルスの性状分析を行う
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教育理念・指導方針（抜粋）

【修士課程】

■ 実験を自ら計画・実行することができる

■ 英文論文を1報発表する

■ 英語が公用語の学会で、少なくとも1回発表する

【博士課程】

■ 独自のアイディアで実験を自ら計画・実行することができる

■ 英文論文を3報発表する

■ 海外に一人で国際学会に参加し、発表する

■ 予算申請書、報告書を書くことができるようになる

■ 英文総説を書くことができる

図１ ヒトゲノムにおける寄生ゲノム（レトロエレメント）の割合

←
図2 内在性レトロウイルス（ERV)の
混入を考慮した、より安全な
ワクチンの開発研究(業績5)
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